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プルーストとノルマンディー地方の教会＊）

──リジューとタオン──

加　藤　靖　恵

　1919 年出版の『模倣と雑録』に収められた「虐殺された教会の思い出に」は
3 部構成をとり，プルーストがまずは別々に雑誌に発表した論考が集められて
いる。本論で取り上げるその第 1 部「救われた教会。カーンの鐘塔・リジュー
の大聖堂──自動車旅行の日々」は 1907 年 11 月 19 日の『フィガロ』紙に「自
動車旅行の印象」と題して発表されたテクストの再録である。
　プルーストはまず，遠ざかりつつあるカーンの町のいくつかの鐘塔が，自動
車がカーブを曲がるたびに互いに配置を変えて行くように見える様を描く。サ
ン＝テティエンヌ教会の 2 つの鐘塔とサン＝ピエール教会の塔が「地平線上に
ぽつんと取り残されて我々が逃れ去るのを見つめ」，「別れのしるしに陽のあ
たった頂（leurs cimes）を振り続け」，最後に「空を背景に描かれた 3 本の花」，
あるいは「孤独のなかに放置された伝説のふたりの人の娘たち」のように遠く
に認められるというのだ［CSB, 65］。ここでは，梢の意味もある語 cime や花
の比喩が用いられているが，このカーンの鐘塔の後に別の町の大聖堂がさらに
豊かな植物のモチーフとともに登場するのである。

リジュー大聖堂

　リジューに到着したときにはすっかり日が暮れており，大聖堂は闇に包まれ
ている──

〔…〕出発前に，私は大聖堂の正面にラスキンが言及している葉叢のいくつかをもう一
度見たいと思ったが，町の通りを照らしている薄暗い明かりは広場まで届かず，ノー
トルダムはほとんど暗闇のなかに沈んでいる（plongée）。それでも私は前に進んで行
き，せめてこの手で，ポーチに植えられた（planté）あの有名な石の樹林（futaie）に
触れたいと願う。極めて高貴な形に刈り込まれたその 2 列の樹々の間を，おそらくイ
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ギリス王ヘンリー 2 世とエオノール・ド・ギュイエンヌの荘厳な婚礼の行列が通った
のだ。しかし，私が手探りで近づくと，いきなり明かりがそこを浸し（inonda），柱の
幹の 1 本 1 本が（tronc par tronc）夜の闇から浮き出て，影を背景に光を浴びて，そ
の石の葉の幅広の肉付きをくっきりと見せるのだった。［CSB, 65］

原語で示した植物の比喩に加え，光の描写に液体のイメージ（plongée, inonda）
が用いられているのに気づかされる。
　1900 年にジョルジュ・エルウォルによる仏訳が出版された『建築の七燈』（原
版 1849 年）で，ラスキンはリジュー大聖堂に何度も触れている。この本の執筆
にかかる前，1848 年冬に，彼は 3 カ月かけてノルマンディー各地の教会を訪れ
た。カーンとリジューもそのうちに含まれており，プルーストはラスキンの行
程の一部を自動車で辿ったことになる 1）。
　ラスキンによると，ノルマンディー地方の建築の特徴のひとつは，壁に「窓
のように葉型に彫刻した穴」を施す技法にある。この地方でも「最も奇妙で興
味深い」例としてリジュー大聖堂の西正面の南門が次のように描写される──

〔…〕その細工はひどく粗雑なものだが，活気に満ちている。相対する三角小間はバラ
ンスがとれているが装飾の形が違い，調整もひどく正確さを欠いている。ロゼットや
星飾り（今は面影がない。おそらく 5 本の放射を持つ模様が上部にあったと思われる）
は，それ自身の切石の上に彫り込まれて，多少不正確にはめ込まれている。この例は， 
初期には建築家が中間の石の形には無頓着であったという，私が以前に主張した点を
特に強調しているのである。

〔…〕柱身の各々は，内部のアーケードの上に伸び，そこは凹面に彫られ，葉飾りで満
たされた四弁飾りが施されている。〔図版 3 , 4 〕 2）

　ラスキンがこの玄関を選んで描写したのは，プルーストが訪問したときに進
行中だった修復作業が，この箇所にはまだ及んでいなかったからだろう。彼は
当の玄関も「やがては，すでに北の塔を破壊してしまった石造建築の作業によっ
て永久に失われてしまうだろう」 3）と悲観的に述べている。1917 年にリジュー
大聖堂に関するモノグラフィーを出版したアーディ神父は，「職人がうかつにも
誤って基壇を切断したため」1842-1843 年に「彫刻部分のほとんどすべてが作
り直された」北玄関よりも，「旅行者や考古学者たちが好んで足を止める」のは
この南玄関だと証言する 4）。さらに 1900 年から正面両脇のこの南北 2 つの玄関
の彫刻部分の「ほぼ全面的な改修」が始まった 5）。南玄関上部の星飾りの放射
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は，ラスキンが推定していた 5 本ではなく，8 本になっているのが今日確認さ
れている〔図版 2 , 3 , 4 〕。
　引用したラスキンの描写では，プルーストのテクストと比べると植物のイ
メージが豊かではないようだ。さらに彼の関心は彫刻作品の主題よりむしろ，
材質や技術上の特徴に向けられている。エマヌエル・アリオリが指摘している
通り，プルーストが描いているように柱の「幹の 1 本 1 本」をその「葉の幅広
の肉付き」とともに実際の大聖堂のこの箇所に見出すことは不可能だ。という
のも現実には「柱はなめらかで葉が生えておらず」，「葉飾り」は「柱頭部分」
に限られるからだ〔図版 5 〕 6）。
　とはいえ，多くの専門家がこの玄関の植物の装飾に着目していることも事実
だ。まず，前述のアーディ神父のモノグラフィーの冒頭ではゴシック建築全般
が以下のように説明される──

ゴシック期の彫刻家たちは，日々道端に見られる植物や葉や美しい花が，神の家を飾
るためにふさわしい高貴さをそなえていると考えたが，それはもっともなことだ。人
工的な植物や，古代芸術から借用した渦巻装飾や，アカンサス葉飾りの代わりに，自
然の忠実な観察者である彼らが柱頭に巻き付けたのは睡蓮の広がった葉，コナラの葉， 
薔薇の花びらや渦を巻く羊歯なのだ。 7）

　1895 年出版のマリー神父の論文によれば，玄関の「アーチ型曲線は溝彫り深
く切り込みの入った葉叢でふんだんに飾られている。組紐線形はくりぬかれた
重々しい四つ葉が連なり，外輪を囲んでいる。最後に 2 つのロゼットが，より
小さい薔薇や四つ葉や三つ葉とともに玄関の最上部の壁を飾り，13 世紀建築の
最も優美な代表例のひとつをなっている」 8）。中世における植物モチーフの彫刻
に関する一連の研究で有名なエミール・ランバンはこのアーチ型曲線に「この
上なく優美な効果の透かし細工のぶどうの蔦がはっており」，同箇所は「今日ほ
とんど完全に修復されているものの，それは非常に入念になされている」と書
く 9）。アーディ神父もこの「最も優美な効果の透かしの葉叢」と柱頭の「葉脈
が浮き出てほっそりとした葉叢」とを賞讃している 10）。ルイ・セルバは，小冊
子ながらもリジューの町とその建造物についての情報が豊かな著書のなかで， 
柱頭や「大アーチ曲線の支柱の迫り台に見られる繊細な葉叢の連なり」を鑑賞
するよう勧めている 11）。これらの生い茂った葉叢は，既出のラスキンのテクス
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トでは取り上げられていないが，このように他の美術史家の賛辞を集めている
わけだ。
　ゴシック建築の支柱と樹木の比較は，「森は神の最初の神殿であり，人間は森
のなかで建築に関する最初の着想を得た」というシャトーブリアンの見地を思
い起こせば，なるほどもっともだといえよう──

ガリアの森は次には我々の父祖の寺院となり，かくしてかのコナラの森はその神聖な
起源を保ち続けたのだ。葉叢状に彫られた穹窿，壁を支え，突然切断された幹のよう
に途切れる脇柱，穹窿の冷気，内陣の闇，薄暗い翼廊，秘密の通路，低く作られた扉， 
ゴシック教会のなかではすべてが森の迷路を再現する。すべてが森が引き起こす宗教
的恐怖と神の神秘を感じさせるのだ。 12）

　ラスキンも同様に「ゴシック建築の柱と壁との関係は，樹木の幹と枝との関
係に類似して」おり，「その柱に樹木のような繊維があって，枝も生命があるか
のよう」な錯覚をおこさせると指摘する。しかし巨大建築を支える力学的構造
は，もちろん繊維の弾力性に支えられる樹木より以上に複雑である 13）。それに
もかかわらず，なおも彼は「すべての美しい形態，美しい思想は自然の事物か
ら直接引き出される」と断言する──

円柱状の柱は常に美しいものである。なぜならば神は目に快い樹の幹をそのように形
づくっているからだ。尖塔アーチも美しい。それは夏風にそよぐあらゆる緑の葉であ
り，その最も見事な組み合わせの姿は，野原に茂る三弁の草の葉や，あるいはその星
形の花から直接模倣されている。これ以後の人間の創意は，率直な模倣なくしては達
することができなかった。彼らの次の手段は花そのものを集め，それらをその柱頭に
巻きつけることであった。 14）

　プルーストがリジュー大聖堂の支柱を森に例えるのは，やはりラスキン，特
にこの『建築の七燈』の影響である可能性が高い。彼がしばしば参照するほか
の専門家はこの大聖堂についてはほとんど言及していないからだ。ヴィオレ・
ル・デュックの『11 世紀から 16 世紀のフランス建築辞典』は，外陣内部の柱
頭のみを取り上げ，この時代のノルマンディー地方の彫刻の典型としている。
しかしその精妙な美にも関わらず，イル＝ド＝フランスの同時期のものと比べ
ると「自然の喚起には率直さや大胆さ，とりわけ独創性が欠けている」と批判
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し，ブルゴーニュ地方の装飾彫刻に見られる「植物相の過度なまでに写実的な
模倣」に程遠いとしている 15）。エミール・マールは，リジューの聖ジャックの
奇蹟を表した 16 世紀のステンドグラスに言及するものの，これは大聖堂の近く
にあるサン＝ジャック教会のものだ 16）。大聖堂の西正面は 2 人の専門家の興味
を全く惹かなかったようだ。これはおそらくこの建物が革命や宗教戦争や過度
の修復によって破壊され続けたためだろう。西正面に人物像彫刻は全く残され
ておらず，リジュー市の博物館にいくつかの残骸が所蔵されているにすぎない。
例えば南門ティンパヌムに元々据えられていた聖母子像の胴体部分が展示され
ている〔図版 6 〕 17）。

『失われた時を求めて』におけるノルマンディーの風景と植物の教会

　リジューの大聖堂は『失われた時を求めて』には登場せず，この町の名前が
引用されるのも一度だけ，レオニー叔母とフランソワーズの間で「ガロパンさ
んがリジューから連れてきて」スズラ夫人が飼うことになった犬が話題に上っ
た場面のみだ［I, 57］。しかしながら，教会建築全般の植物的側面はこの小説
を執筆中のプルーストを魅了し続けていたようだ。それはバルベック周辺に点
在する架空の教会の描写にも見て取れる。例えば，ヴィルパリジスの案内で，主 
人公は「蔦で覆われた」カルクヴィルの教会を訪れる。緑の塊のなかに鐘塔の
形を，「蔦の茂みがつくるアーチのなか」に「オジーブ様式のステンドグラス
窓」のアーチを，「葉が茂って盛り上がったなか」に「柱頭のレリーフ」を見て
取るのが困難なほどだ──

〔…〕しかし，そのとき少し風が吹き，その動くポーチをふるわせ，渦状の波（remous）
がいくつも広がり揺れながら光のように通って行くのだった。葉同士が押し寄せ合い， 
震えながら，植物でできた教会正面は波打ち，そっと触れることはできても捉えがた
い波打つ（onduleux）支柱を運び去って行くのだ。［II, 75］

前出のリジュー大聖堂の描写と同様，液体のイメージが顕著に見られる。プルー
ストの空想が創り出したこの教会の柱は，リジュー大聖堂正面の「幹」のよう
な柱よりさらに生き生きとした流動性を見せている。さらにあまり手を入れら
れていない教会の様子は，緑のなかに放置されて廃墟となった建物を想起させ
る。例えばワーズワースやラスキンが賞讃し，ターナーの作品の題材ともなっ
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たティンターン僧院にむしろ近いのではないか 18）。
　バルベック 2 度目の滞在の折，主人公はアルベルチーヌと共に近郊の別の 2
つの教会を今度は自動車で訪れる。ひとつ目のサン＝ジャン＝ド＝ラ＝エーズ
教会は「木の枝の葉叢の下に埋もれている」──

私はケトルムで車を降り，森林のなかの険しい窪道を駆け，小川に掛けられた板を渡っ
てアルベルチーヌのところまで行くのだった。彼女が写生している教会は小尖塔がい
たるところにあり，薔薇の木のようにとげに覆われ，赤色で，花開いているようだっ
た。ティンパヌムだけが平坦（uni）だったが，その石のほがらかに美しい（riante）
表面には天使たちの姿が浮かび上がり，我々 20 世紀の男女の前で大ろうそくを手に， 
13 世紀の儀式をとり行い続けるのだった。［III, 401-402］

　そしてふたりは次の教会に向かうのだ──

私たちはマルクヴィル＝ロルグイユーズの前を通った。〔…〕太陽の光の古色を通し
て，大きな浮き彫りが半分液体（liquide），半分光でできている流動的な（fluide）層
の下にあるように見えていた。聖母マリア，聖エリザベート，聖ヨアキムが，触れる
ことのできない，ほとんど乾いた渦（remous）のなかで，水（eau）の表面すれすれ
に，あるいは太陽の光の表面すれすれにまだ泳いでいた（nageaient）。［III, 402］

最初の枝に覆われた教会には花のイメージも結びついている。次の教会の描写
には液体のイメージと共に，前出のカルクヴィルの蔦の教会の描写と共通する

「渦」という語が用いられている。
　ところで，ヴィルパリジス夫人とカルクヴィルの教会を訪れる場面は，第 1
巻（現『スワン家の方へ』）の第 3 章「土地の名」の最初のタイプ原稿の修正の
際に加筆された。村の名前が「ブリズヴィル」である以外，最終稿の「土地の
名，土地」の描写にすでに非常に近い［NAF 16735, f o 238 ro］。
　上述のタイプ原稿が作成された時期（1911-1912 年）の構想では，第 1 巻は
現在よりもずっと長かった。というのも第 3 章「土地の名」には，現在の『花
咲く乙女たちの影に』中のバルベックの最初の滞在に関する挿話も数多く含ま
れていたからだ。最終的に，第 1 巻を当初の構想よりも短くして出版すること
を余儀なくされたプルーストは，準備中の第 2 巻に収められることになった
ヴィルパリジス夫人の馬車での遠出の場面をさらに詳細に描くことにする。カ
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イエ 28 の 1 頁にそれに関する素描が加筆される［f o 19 vo］。主人公はヴィルパ
リジス夫人の馬車を野原の片隅（au bord d’un champ）に待たせたまま，サン
＝ジャン＝スー＝グーヴィルの教会を訪れる。この教会は最も近い集落からも
遠く（loin des dernières habitations），もはや手も入れられて（entretenue）
おらず，またミサも行われて（en culte）いない。最終稿ではアルベルチーヌ
との自動車での散策中に訪れるサン＝ジャン＝ド＝ラ＝エーズの教会を想起さ
せる問題の教会は，この草稿ではヴィルパリジス夫人との遠出の場面に置かれ
ているのだ。しかもサン＝ジャン＝スー＝グーヴィル教会に至るには，森林の
なかを下って行く窪道（cavée）を通り，小川（un ruisseau）に掛けられた板

（une planche）を渡らなければならない。カイエ 28 の教会が最終稿のサン＝
ジャン＝ド＝ラ＝エーズの教会に近いのは，その立地条件だけではなく，建物
は主人公の前に「たくさんの小尖塔」に覆われ，「薔薇の木のように棘を逆立て
て花開いている」のだ 19）。
　カイエ 28 の上述の箇所は，カイエ 2 にほとんどそのまま写されている。それ
に先立つのが以下のメモである──

タオンの教会に関して，「ヴィルパリジス夫人は私たちをブリズヴィルに連れて行っ
た」という文の前に入れること──
私はありとあらゆる教会に関心があった。それがどこにあるのか教えてもらうのだっ
た。人に会いに行くように教会を見に行きたいと思っていた。しかしそれは容易でな
いことが多かった。教会のあるものはとても古く，訪れる人ももはやなく，そこに行
くには最も近い集落（les dernières habitations）をも通り過ぎて，さらに奥地に入っ
て行かなければならず，ヴィルパリジス夫人はサン＝ジャン＝スー＝グーヴィル以来， 
私に待たされるのは懲りてしまっていた〔…〕［f os 10 vo-11 ro］

ブリズヴィルという名はタイプ原稿に登場するものの，最終的にカルクヴィル
にとってかわられることはすでに見た。引用したカルネのメモが執筆された段
階では，主人公がヴィルパリジス夫人の馬車での遠出で訪れるのは，まずサン
＝ジャン＝スー＝グーヴィル（最終稿のサン＝ジャン＝ド＝ラ＝エーズ），次い
でブリズヴィル（同じくカルクヴィル）ということになる。
　カルネ 2 では，サン＝ジャン＝スー＝グーヴィル教会の訪問後，帰り道の月
に照らされた野原の風景描写が興味深い──
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突然音楽が始まり，膨らみ，延長し，高まり，流体化し，洪水となり，浸すときに（se 
 fludifiant, inondant, submergeant），曲にのせられた歌詞や声に出されて堅固で明瞭に
なった言葉が歌となるように，この地面，この草原を空が，竪琴の弦のような月の光
線によって引き寄せ，自らと一体化する，そしてそれら地上のものは空にむかって登っ
ていき，空とほとんど同じモーヴ色で虹色の物質となるのだ。私の祖母とヴィルパリ
ジス夫人が寒がっていたので，私はいそいで馬車に乗り込んだ，私がそこから登って
きた谷間を霧が満たし，そこから広大な水の広がり，海（une immense étendue d’eau, 
 la mer）が始まっているようだった。［f os 12 ro, vo］ 20）

自動車のヘッドライトに照らされたリジュー大聖堂の挿話と同様，ここでも夜
の光が水の隠喩とともに描かれる。最終稿でよく似た風景が見出されるのは， 
アルベルチーヌの死後，彼女と共に自動車で遠出をしたことを主人公が思い出
す場面だ。「クリクヴィルの大草原を通る時，あるときは霧がかかり，靄の氾濫
のため巨大な湖に囲まれているような錯覚をおこし，またあるいときは澄み
切った夜で，月の光が地面を非物質化し，ほとんど天上的に見せていたものだっ
た」［IV, 62］。同じ風景が重複しているようだが，共にノルマンディーの教会
の思い出に結びつく 2 人の女性，ヴィルパリジス夫人とアルベルチーヌは，語
り手の記憶のなかで混同してしまったのだろうか。カイエ 54 には，アルベル
チーヌとの遠出の思い出に挿入される形で次のようなメモがある──「突然， 
月の光が（ヴィルパリジス夫人との遠出のなかに書いたことを，そこから切り
取って以下に続ける）」 21）。ヴィルパリジス夫人にまつわる挿話の一部が，かく
して『ソドムとゴモラ』で語られるアルベルチーヌと教会を訪れる場面に移さ
れるのだ。
　なぜこのような移動が必要だったのか。教会を写生する少女のテーマの導入
が作家にとって重要だったこともあるだろう。このヒロインの姿は，プルース
トのラスキン翻訳の手助けをし，絵の才能もあった若きイギリス人女性，マ
リー・ノードリンガーを彷彿とさせないだろうか。彼女は作家と一緒にサンリ
スを訪れた際，彼のために「遮るように立ち並ぶポプラの木々を前景にして， 
軽やかな淡彩画法で大聖堂のシルエットを」水彩画に描いたという 22）。1954 年
刊のプレイアッド旧版では『見出された時』の冒頭に，ジルベルトが午後の暑
さを逃れるために「城のチャペルのなかで」絵を描く場面も登場する 23）。
　カルネ 2 に戻ろう。引用した夜の風景描写に続き，ヴィルパリジス夫人と訪
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れた他の教会の描写が続く──

そのうちのいくつかは小さな浮き彫り彫刻で有名で，平坦でほがらかに美しい（unie
 et riante）石のほとんど表面に，大ろうそくを手に処女マリアの寝台の周りに群がる
大勢の小天使たちの曲線的で地表と水平にならんばかりの魅力的な体が現れ，浮かび
上がり，動き回るのだ〔…〕。［f o 13 ro］

この描写は，最終稿のサン＝ジャン＝ド＝ラ＝エーズ教会のティンパヌムの特
徴を網羅しているものの，表されている場面は明らかに聖母の眠りの挿話であ
り，むしろコンブレーのサン＝タンドレ＝デ＝シャン教会のポーチの彫刻に近
い。「コンブレー」タイプ稿（1911-1912）の手書きの加筆より引用する──

〔…〕戸口の上の彫刻の小さな天使たちは，処女マリアの周りに走りより，彼女の頭を
支え，彼女を体を起こし，大ろうそくを運んでくるのに，まさにあのうやうやしく熱
心な様子を見せているのだった。〔…〕 24）

この一節が，サンリス大聖堂の楣石の彫刻についてのエミール・マールのテク
ストから想を得ていることはすでに指摘した 25）。

タオン――植物の教会のモデル？ 26）

　ところで，サンリス大聖堂のみが主人公が訪れたバルベック近郊の複数の教
会のモデルというわけではもちろんない。我々が検証中のカルネ 2 の長いメモ
の冒頭にはタオンという地名が登場することはすでに見た。タオンはカーンか
ら 13 キロのところにある小さな村で，考古学者や美術史研究者の間で知られる
そのロマネスク様式の古い教会は，歴史的記念物として登録されているが，1840
年に宗教施設としての機能は廃止された〔図版 7 , 8 〕。ヴィクトール・リュプリ
シュ＝ロベールが 1883 年に出版した『11-12 世紀ノルマンディーと英国におけ
るノルマンディー建築』によると，当時この教会の身廊はすでに「崩れて」い
たという 27）。『失われた時を求めて』の草稿中，サン＝ジャン＝スー＝グーヴィ
ル教会がもはや保存・維持されておらず，またミサも行われていないとあった
ことが思い起こされる。タオンの旧教会は集落から離れたところに，複数の小
川が流れる谷間の湿地に立っていて，草稿中のサン＝ジャン＝スー＝グーヴィ
ル教会同様，「森林のなかを下って行った」ところに位置し［Cahier 28, f o 19 vo ;
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Carnet 2, f o 11 ro］，「水際で木々と一緒に孤立して（isolée dans la société des 
arbres）」いる［Carnet 2, f o 12 ro］〔図版 9 〕。
　各教会の描写の草稿中の変遷をまとめたのが以下の表である──

　カイエ 28 とカイエ 2 でヴィルパリジス夫人と訪れる設定になっているサン＝
ジャン＝スー＝グーヴィル教会の特徴のうち，上に示した表の項目 2・3・4・5
は実在のタオン教会を思わせるものの，5 については『ソドムとゴモラ』でア
ルベルチーヌと訪れるサン＝ジャン＝ド＝ラ＝エーズ教会には適合しない。サ
ン＝ジャン＝ド＝ラ＝エーズ教会の浅浮き彫りのティンパヌム（項目 7 ）はサ
ンリス大聖堂のものから想を得ているが，これはカルネ 2 のメモによると，サ
ン＝ジャン＝スー＝グーヴィルではなく，ヴィルパリジス夫人と訪れる他の教
会に付与されることが構想されていたようだ。リジュー大聖堂の挿話で液体の
隠喩とともに光の効果が描かれており，類似した要素が最終稿のカルクヴィル
教会にも見られるが（項目 8 ），これについては草稿中の上記の 2 つの架空の教
会のいずれにも転用されていない。このように草稿においてはサン＝ジャン＝

最　終　稿 Cahier 28, Carnet 2, NAF 16735

カルクヴィル サン=ジャン=ド=
ラ=エーズ

ブリズヴィル サン=ジャン=
スー=グーヴィル

1 ヴィルパリジス夫
人と訪問

アルベルチーヌと訪
問

ヴィルパリジス夫
人と訪問

ヴィルパリジス夫
人と訪問

2 森林の窪道の果て 森林の窪道の果て

3 中世の橋がかかっ
た川

板が渡された小川 中世の橋がかかっ
た川

板が渡された小川

4 木々の枝の葉叢の下
に覆われている

森のなか，木々と
ともに孤立

5 転用されミサも行
われていない

6
蔦で覆われている たくさんの小尖塔に

覆われ，薔薇の木の
様な赤色

蔦で覆われている たくさんの小尖塔
に覆われ，薔薇の
木の様な赤色

7 天使たちが彫られた
ティンパヌム

8 波打つ渦に覆われ
ている
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スー＝グーヴィル教会とタオン教会の共通項のみが目立つが，後者の実在の教
会には見られない要素もすでに存在する。タオン教会には小尖塔はなく，また
用いられている石材もこの地方特有の白っぽいもので，プルーストの小説中の
教会のように赤みがかってはいない。
　フィリップ・コルブによると，タオンの村はフォンテーヌ＝アンリのノアイ
ユ公爵の城から 3 キロしか離れていないので，「プルーストがタオンの教会を目
にしたかどうかは分からないが，耳にしたことがあるのは確実である」 28）。こ
の教会についての数少ない美術史家の言及は建築技法の特徴に終始している。
例えばヴィオレ・ル・デュックの建築辞典の「鐘塔」 29）と「魚鱗模様」 30）の項
目，マールも参照したリュプリシュ = ロベールの既述の著作 31）である。プルー
ストはノルマンディー地方で自動車での長期の遠出をした際に，この木々に囲
まれた教会を訪れる機会があったのだろうか。1907 年 8 月カブール滞在中，彼
はエミール・マールに次のように書き送っている──「あなたのとても魅力的
で美しい手紙に深く感謝します。私はカーン，バイユー，バルロア，ディーヴ
に行きました。あまり疲れないようだったら，ジュミエージュ，ポン＝オード
メール，リジュー，サン＝ジョルジュ＝ド＝ボシェルヴィル，ファレーズ，サ
ン＝ワンドリーユに行くつもりです。また場所が分かれば，スリジー＝ラ＝フォ
レにも行きたいです」。 32）

結　語

　ノルマンディー地方の教会を巡るプルーストのテクスト（草稿と最終稿）を
検証した結果，それに多かれ少なかれ影響を与えた実在の教会が複数あること
が分かった。しかしプルーストのエクリチュールの真の魅力は，既存の作品と
の関連にあるのではなく，むしろ現実の建造物を直接描写するなかにも創造性
の豊かな発露が見られる点にある。その典型例がリジューの大聖堂にまつわる
一節であった。かくして作家の天分はラスキンの教訓を凌駕して行く。後者も
芸術作品の解説において詩的想像力を発揮することはもちろんある。だが，そ
れはあくまで膨大な知識の裏付けである。美術において彼が何より重視するの
は，キリスト教の教義にまつわるメッセージがそこに込められているか否かに
あるといっても過言ではないだろう。アミアン大聖堂の黄金の聖母を取り囲む
植物の彫刻に，とっさにマリアの 5 月の花であるさんざしの影を見て取るのも， 
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カトリックの伝統的祭儀に精通した彼ならではの見方だ 33）。ゴシック建築の各
細部を樹木になぞらえて描く彼の解釈は魅力的だが，これも芸術家は神の創造
物である自然を忠実に模倣するべきだという神学的信条に基づいている。また， 
そもそもこの見方は彼独自のものではない。アラン・コルバンによれば，木や
森の形をした大聖堂のイメージは，シャトーブリアン以前，18 世紀末にはすで
に「トポスを成していた」。ドイツではゲーテがゴシック建築を「広大な神の
木々」に繰り返し例え 34），1785 年にはスコットランドの地質学者であるジェー
ムズ・ホールが，正に生きた植物を材料にした大聖堂を建立した。例えば「彼
はまずそれぞれ直径約 8 センチメートルのトネリコを向かい合わせに 2 列に植
え，それぞれの梢にしなやかな柳の枝を結びつけ，それを曲げて『自然の穹窿』
を形成」したのだった 35）。興味深いことにこの奇妙な試みは現代でも引き継が
れる。1996 年にマリヌス・ブーゼムがオランダのアルメールに大量にイタリア
産のポプラを植えて「緑の大聖堂」を建てた。2001 年にはジュリアーノ・マウ
トゥイがイタリアのヴァルサガナで同様の試みを行ったときには，丸太を身廊
の支柱のように建て，クマシデの若枝を尖塔アーチ型にあしらえたという 36）。
　石でできた聖母像に想を得て，ジルベルトという肉体をもった現実の少女が
さんざしに取り囲まれて出現する場面を創り出したプルーストであったが，植
物の比喩に加えて液体や光の隠喩を駆使した彼独自の文体により，有機的な生
命力溢れる空想の教会を創り出した。文学という異なったジャンルではあるが，
彼の成し遂げた企てに，ジェームズ・ホールやその後継者たちの試みとの類似
を見出すことも可能であろう。

註

＊）	 本論は，2016 年 12 月刊行の Bulletin Marcel Proust に掲載された拙稿 « Proust et 
les églises normandes（Lisieux et Thaon） » を踏襲している。なお以下の論述に
おいて『失われた時を求めて』からの訳出引用はプレイアッド新版（Marcel PROUST, 
À la recherche du temps perdu, Paris : Gallimard, coll. « Bibliothèque de la 
Pléiade », 4 vol., 1987-1989）に依り，該当箇所の巻数および頁数を本文中［ ］内
に示す。また『模倣と雑録』からの訳出引用もプレイアッド版（Marcel PROUST, 
Contre Sainte-Beuve précédé de Pastiches et mélanges et suivi de Essais et 
articles, Paris : Gallimard, coll. « Bibliothèque de la Pléiade », 1971）に依り，本文
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中では CSB と略して［ ］内に頁数とともに示す
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p. 228.

16）	 Émile MÂLE, Les Saints compagnons du Christ, Paris : Beauchesne, 1988, p. 166.
17）	 Voir I ALTET, op. cit., pp. 7-16.
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36）	 Voir CORBIN, ibid., p. 88.
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図版 1　リジュー大聖堂西正面南門
〔細部〕ラスキンによるデッ
サン（Les Sept lampes de 
l’architecture, planche VII）

図版 3　1900 年の修復以前のリジュー大聖堂西正面
南門〔細部〕（Abbé MARIE, « L’église Saint-
Pierre à Lisieux », in La Normandie monu‑
mentale et pittoresque, t. 2, Havre : Lemale,
1895, p. 94）

図版 2　リジュー大聖堂西正面南門〔細部〕。
ラスキンによるデッサン（Les Sept 
lampes de l’architecture, planche VII）
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図版 4　現在のリジュー大聖堂西正面南門〔細部〕
（筆者撮影）

図版 6　聖母子像。1250 年頃制作。リジュー大聖堂
西正面南門のティンパヌムに元々据えられて
いた（Musée d’Art et d’Histoire de Lisieux
蔵）。（筆者撮影）

図版 5　現在のリジュー大聖堂西正面南門
（筆者撮影）
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図版 9　車道からタオン旧教会に向かう細道。
下り坂になっている。（筆者撮影）

図版 8　タオン旧教会と「板」の橋（筆者撮影）

図版 7　タオン旧教会
（筆者撮影）


